
氏名 開・法

支部名 支部名 勤務等 会場最寄駅

2
賃金管理
研究会

①人事賃金の実務　事例
研究
②日本の賃金制度、今後
のあり方（役割給・ジョブ型
賃金）の研究
③ドラッカー『マネジメント
－課題、責任、実践』の研
究

阿世賀　陽一

連絡先 メンバー人数

1

同左
090-7901-5872
03-3219-2703

03-3253-3268

No.

同左 sri4i4geo0405@eos.ocn.ne.jp

募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り

13

グループ名
（現在の）

研究テーマ等

代表者氏名

TEL FAX

新規
ﾒﾝﾊﾞｰ

賃金問題
研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ

賃金制度・人事制度･賃金
に関係する諸制度につい
て

石井　繁雄

千代田

8

5

毎月1回
(18:15～20:30)

竹橋駅5分

5,000円/年

コロナ感染が沈静化したため、昨年5月から活動を再開した。新入会のメンバーが増えたこと
から、「賃金・賞与制度の教科書」（労務行政）をテキストとして、賃金に関する基礎的知識を学
ぶことに重点をおいた。また、「雇用システムとしてのジョブ型とメンバーシップ型」、「賃金構造
基本統計の使い方」などについても取り上げた。2023年度は「「70歳就業時代の展望と課題_労
働政策研究報告書NO211」をテキストにした「高齢者雇用」と、「賃金テーブルの作成」などを研
究会のテーマとして活動する予定である。勤務会員にとっては自社の賃金制度や人事制度構
築の為に、開業会員にとっては顧問先への的確な助言･指導を実施していく為にも、賃金制度
を理解し、｢現場での基本力｣を高めるという姿勢で、お互いにﾌﾗﾝｸに研究を行っています。

体験受講
見学有無 合

計

開催日時
会費 活動状況等

38
毎月1回

(14:00～17:00)

6,000円/年

賃金管理研究会は1984年、東京会自主研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ創設時からの研究会で、｢日本の中小企
業に人事賃金を普及させる｣ことを志し、人事賃金の3本の柱①人事制度、②賃金制度、③人
事考課制度について、会員が持ち回りで行う課題発表を中心に、ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ経験や勉強して
きたことを基に、活発に意見交換をしています。
定例会のｱﾌﾀｰ(2次会)では、人材ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ分野だけではなく、私たち社会保険労務士にとって
必須の労務管理分野まで、広く｢生の実務ﾉｳﾊｳ｣が交換されるので、それを楽しみに参加して
いる会員もいます。新宿 千代田 hshibata@shibata-sr.jp 0

御茶ノ水駅
1分

大崎駅
3分

柴田　久志 - 03-6701-7463

募
集
中

見
学
あ
り

38

3
労働判例
研究会

重要労働判例の研究

加納　明夫 同左

千代田 同左 3

03-3213-0710 03-3213-0711
募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り

19

16

4
人間関係
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾃﾚﾜｰｸと職場の
人間関係

小前　和男 同左

5
自主研究

｢安全衛生｣
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

社労士として､関与先企業
の安全と健康を確保する
ための知識･技能を身に
付ける

大塚　隆裕 舍人　清彦

入会費
5,000円

10,000円/年

私達は、労働法及び労働判例の研究を目的に平成2年6月に労働法研究会として発足し、平成17年度より
名称を労働判例研究会と改め、労働判例の研究を中心に法改正、新法など幅広い研究活動を行ってきま
した。
会員数は、発足当時のおよそ3倍に増え、毎回の研究ﾃｰﾏは、会員の声を取り上げ常に新しい問題に取り
組んできました。研究活動は、労務管理の事例研究による業務能力の開発を目的として26年間継続して
きました。研究会は、最低年4回開催し、自主研発表大会での発表を目標とし、他県会との交流も重ねてき
ています。
私達は、毎年東京を離れ、他県会と合同研究会を開催しています。昨年は三重会、一昨年は岐阜会･愛知
会、3年前は山梨会、その他福島会、新潟会、神奈川会と交流を持ちました。最初の合同研究会は滋賀県
会と平成19年9月に、滋賀県立文化産業会館で開催しました。他県会との合同開催のきっかけは、代表の
金綱が、当時の滋賀会･物江和子会長との話の中で、社労士同士が切磋琢磨し、資質の向上を目指し、
勉強会を通して他県の社労士と交流を深めたいという思いが一致してｽﾀｰﾄしたものです。

新宿 同左 11
御茶ノ水駅

1分

03-5261-3589 03-5261-8306
募
集
中

見
学
あ
り

36

25
年4回

(14:00～17:00)

7,000円/年

社会保険労務士が3号業務として注目している労務管理業務としては、賃金・人事制度や紛争処理に注目
されがちですが、職場組織の活性化を図るためには、職場の｢人間関係｣を良好にすることは避けて通れ
ません。当研究ｸﾞﾙｰﾌﾟは、職場における｢人間関係｣についてﾃｰﾏを決めて様々な角度から研究することを
目的に活動しています。職場において発生する｢人間関係｣の問題はいろいろな原因で発生し、その解決
策は、一律的で単純ではありません。中小零細企業において発生した｢人間関係｣の問題の解決策は、大
企業と違って解決方法が限定され困難なｹｰｽが多々あります｡当研究ｸﾞﾙｰﾌﾟでは､現実に職場で発生した
｢人間関係｣の問題を社会保険労務士、中小企業の経営者や管理者が実践的に解決するために研究成
果を報告書として取りまとめています。ﾃｰﾏは、主にそのときの労働政策の中で課題とされるものやこれか
らの労務管理上重要なﾃｰﾏと思われるものを取り上げて2～3年かけて研究し、成果内容を自主研発表大
会にて発表もしています。また、体力のない中小企業にとって課題を解決するには限界があり、国や自治
体等の援助によることが望ましいと思われるものは、政策課題として纏めるよう努めています。

代々木駅1分

年5～7回
(18:30～20:30)

自主研究｢安全衛生｣ｸﾞﾙｰﾌﾟは、創設から30年を迎えた歴史のある研究ｸﾞﾙｰﾌﾟです。
｢いかなる業種･職種においても、働く人の安全と健康の確保が企業活動の最優先事項である｣という理念
のもと、私たち、社会保険労務士が企業とかかわる際に、どのようにｱﾌﾟﾛｰﾁしていけば企業の｢ｾﾞﾛ災害｣
に寄与できるかを考え、研究活動しています。当ｸﾞﾙｰﾌﾟには、様々な業種の企業で安全衛生推進担当を
経験した者から、興味はあるが全く安全衛生に携わったことのない者まで幅広く会員が在籍しています。
安全衛生に関する知識や経験豊富なﾍﾞﾃﾗﾝ会員と雑談をするだけでも、顧問先企業への安全衛生指導に
関する様々なﾋﾝﾄを得ることができます。年代や経験年数に関係なく、気さくに話をできることが当グﾙｰﾌﾟ
の魅力の一つです。ﾃｰﾏを決めて研究することも大切ですが、こうしたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを通じて得られることも
実務ではおおいに役立ちます。
研究会は、堅苦しい雰囲気はなく、初めての方でも参加しやすい雰囲気です。安全衛生分野は取り組みに
くいという印象があるかもしれませんが、社会保険労務士として大切な分野の一つです。是非一緒に勉強
していきましょう。

多摩 豊島

6,000円/年

5 小伝馬町駅 2分

03-5907-4658 03-5907-4659
募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
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り

16

11
およそ

2ヵ月に1回
(18:30～20:30)
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支部名 支部名 勤務等 会場最寄駅

連絡先 メンバー人数

No. グループ名
（現在の）

研究テーマ等

代表者氏名

TEL FAX

新規
ﾒﾝﾊﾞｰ

体験受講
見学有無 合

計

開催日時
会費 活動状況等

sr-emsaito@hotmail.co.jp
募
集
中

見
学
あ
り

9

8
2002年の夏に、多様化する雇用実態について研究することを目的として結成し、当初は「契約社員の雇用実態研究」を2年
半ほど続けました。次に、労働市場で似たような実態をもつと思われる外国人労働者を取り巻く問題点も研究してみよう、
ということになりました。8年近くにわたり非正規労働者に着目して来たところに、「ワーキングプア」という当グループ発足当
時は存在しなかった言葉が現れました。リーマンショック後の企業は、雇用についても、より非正規雇用等を活用する方向
に動いた結果として、人事労務管理の個別化や雇用形態の変化等に伴う、個別労働紛争が増加することとなりました。企
業内における精神疾患患者数の増加に伴うメンタルヘルス対策にストレスチェック制度も導入される中、同一労働同一賃
金に始まった「働き方改革関連法」が2019年4月1日から順次施行された矢先、２０２０年１月に始まったコロナ禍により、テ
レワーク勤務の周知・定着、フレックスタイム制の改正等、年々雇用をめぐる労働法制の改定が行われています。身近に
起きている事例を取り上げて、普段の勉強不足を補う時間として、また貴重な情報交換の場として、それぞれの職場や顧
問先等に関する具体例について、それぞれの立場で意見を述べ、考えを整理し、自分のこととしています。このような検討
課題とアプローチに関心がある方のご参加を、心よりお待ちしております。

練馬 同左 1
Zoomオンライン

状況に応じて会場
開催

7
雇用形態実態
研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ

多様化する雇用形態につ
いて研究すること

齋藤　恵美子 同左
毎月1回（原則第４
土曜日16：00～

18：00）

1,000円/年

偶数月に1回
(18:30～20:30)

4,000円/年

　産業ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ研究会は2002年9月に設立しました。現在は、社会保険労務士でもある臨床
心理士や精神保健福祉士、ｼﾆｱ産業カウンセラーから「産業カウンセリングって何？」という会
員まで、社会保険労務士57名と産業医2名の計59名で活動しています。
職業としてｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞをしている会員がいる一方、産業ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞに興味を持ち始めたばかりの
会員もいることから毎回異なるﾃｰﾏを取り上げています。ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ、ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、
ﾊﾗｽﾒﾝﾄ、過重労働対策、兼業・副業、がん患者の就労継続支援、仕事と介護や治療との両立
支援など、働く人のこころ・気持ち・感情や労務管理面について、社会保険労務士と
ｶｳﾝｾﾗｰの視点から検討し、理解を深めています。13 飯田橋駅5分

8
産業ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

研究会

職場のﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ対策､ｶｳ
ﾝｾﾘﾝｸﾞ､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ､仕事
と介護の両立支援など

青山　弥生 同左 -

千代田 同左 -

募
集
中

03-3239-2355

9
社会保障制度

研究会

社会保障制度に関する事
象を取り上げ､視野を広く
持つことを心がけつつ､社
労士業務に役立てる

細越　雄二 同左 090-4629-1798

体
験
受
講
あ
り

57

44

4,000円/年

社会保障制度研究会は、2002年9月、自主研結成大会において発足した｢社会福祉研究会｣が
前身。社会福祉だけでなく､医療･年金･介護･労働保険など社会保障制度全般を幅広く研究対
象とするべく｢社会保障制度研究会｣へと衣替えしました。定例会ではメンバー自身の関心事に
ついて持ち回りで発表しています。社労士としてのみならず一個人としての実体験を語り合い、
共有もしています。視野を広げ、現場感覚･当事者感覚を持ちながら、細く長く一緒に学んでい
きましょう。

千代田 同左 hosokoshi.y@gmail.com 10 九段下駅1分

03-3489-0463

募
集
中

体
験
受
講
あ
り

15

5
毎月1回

(18:50～21:00)

11
就業管理
研究会

働き方改革法をはじめ、改
正育児介護休業法や改正
個人情報保護法への対応
など

堀根　秀人 同左 03-5201-3916

3,000円/年

社会保険労務士の業務の基本は、就業規則の提案にあると考えています。私たちの研究会で
は、判例や書式集を踏まえ、社会保険労務士がクライアントに提案できる形の就業規則の作
成を目指しています。開催日は、毎月１回（原則として第二火曜日１８時から開催）で、今年度
は、４つのグループに分かれて、幾つかの業種の就業規則のサンプルの作成、就業規則に関
連するテーマの研究をしています。毎年、年度末には検討結果の発表会を行うほか、日常的
には会員同士の情報交流、最近の動きに関する情報共有も行うなど、全員参加型の研究会で
す。千代田 千代田 3

Zoomオンライン
状況に応じて

会場開催

募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り

20

17
毎月1回

(18:30～20:30)

suzuka84@zpost.plala.or.jp10
就業規則
研究会

就業規則本則並びに諸規
定の作成と企業へ提案で
きる書式の作成をしていま
す

鈴鹿　直之 鈴鹿　直之

1,000円/年

働き方改革法が施行され、企業においては、長時間労働の削減や均等・均衡処遇に向けた取
り組みが進められています。私たちは、労働関係法令の改正に対応し、企業が取り組むべき
具体的な対策などを中心に研究しています。
現在（2022年）は、パワハラ防止法をはじめ、改正育児介護休業法、改正個人情報保護法へ
の対応策、副業・兼業の進め方などについて研究中です。

中央 同左 horine‐sr@jcom.home.ne.jp 10 池袋駅近辺

03-5201-3712

募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り

16

6
毎月1回

(18:00～20:00)



氏名 開・法
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03-3428-6411

14
賃金ｼｽﾃﾑ

研究会

当会は、継続して「高品
質・付加価値経営の商品
開発」を目指して活動して
おります。また、一般社団
法人「ファミリービジネス支
援機構」に参画し多彩な専
門家グループや金融機関
とも連携しながら中小企
業・個人経営者向け情報
の発信を目指しておりま
す。

坂本　尚子 同左

1,000円/年

6,000円/年

平成14年9月の旗揚げから、令和2年11月まで145回目を迎えました。助成金は以前よりも数も
金額も小さくなりまた改廃が激しくまた複雑になり、申請も注意しなければならない点が多くなり
ましたが、事業主のとっては、強い味方になるものです。この研究会で助成金の知識を深め、
申請の手続きを習得し、助成金を営業活動、顧問契約に結び付ける手段として活用し、更なる
発展をするための研究会にしていきたいと思っております。

世田谷 同左 o.b.s@nifty.com 23 三軒茶屋駅1分

03-6893-1374

募
集
中

見
学
あ
り

101

78
毎月1回

(14:00～17:00)

12
助成金実務

研究会

助成金の知識を深めなが
ら申請の手続きを習得し､
助成金を営業活動の手段
として活用する

服部　正明 同左

3,000円/年

時代の変化と多様なﾆｰｽﾞに対応したｼﾝﾌﾟﾙな人事制度とは、一人ひとりが自律して、時間生産
性を上げ、個々の立場の問題を仕事と両立して段取りしていくことです。労働時間基軸の一元
的な管理も当然見直す必要もありますが、改めて個別同意に基づいた働き方が必要な時代が
来ると考えています。
当研究会では、各ﾒﾝﾊﾞｰの専門分野、切り口についてなるべく事前に資料を配信し、研究会に
おいての討論、乱談を通じて見えてくるもの、着想を大切にしたいと考えております。少人数で
すが、今後の企業の経営を総合的にとらえ、その中からあるべき賃金人事制度について研究
を進めてまいります。経験･ﾉｳﾊｳを持たない新人たちに是非に腰を落ち着けて取り組んでほし
いと期待しております。是非にご見学に参加ください。

江東 同左 2 後楽園駅1分

03-3645-9920 03-3645-9925
募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り

12

9
毎月1回

(18:00～20:30)

17
労使問題
研究会

個別的労使紛争事例が
あっせん等に発展した場
合の社労士としての対処
方法を研究する

髙橋　務 堀根　秀人 03-5201-3916

当研究会は、｢企業の人事(賃金)制度設計等に関し、実務に即した応用事例や考え方･手法について｣研
究することを目的とし、賃金制度に精通した見識の深い社労士の先生方により、平成14年9月に結成さ
れ、現在結成から15年目になる歴史のある研究会です。ﾒﾝﾊﾞｰは開業と勤務の大ﾍﾞﾃﾗﾝから若手まで幅
広く所属しており、現在15名の精鋭で構成されています。非常にｱｯﾄﾎｰﾑな雰囲気で新入会の方も、安心
してご参加頂くことができます。
当会で研究する内容は、会員の現場(顧問先や自社)での実務経験を踏まえたものであるため、実際の業
務に使える知識の幅が広がり、業務への有効活用が期待できます。また、会員間での情報交換も活発に
されているため、相談しづらいような業務に関する情報も収集することが可能です。
経験や知識は問いませんので、ご興味を持たれた方はご連絡ください!なお、会の雰囲気を知ってもらうた
め、お試しで参加頂くことも可能ですので、お気軽にお問い合わせください。皆様のご参加を会員一同心よ
りお待ちしております。

豊島 同左 4
つくばエクスプレ
ス新御徒町駅4分

090₋4427₋1940 -
募
集
中

見
学
あ
り

19

15
2ヵ月に1回

(18:30～20:30)

15
賃金制度
研究会

中小企業の実態に見合う
賃金制度のあり方につい
ての､会員による実践報告
等を通じた研究活動

木嵜　貴久 同左

6,000円/年

労使問題研究会は、労働局の紛争調整委員会(あっせん制度)が実施された翌年の平成14年10月に発足
しました。当会は、労働者・使用者のいずれの立場からも、個別的労使紛争を迅速かつ的確に解決できる
ようになることを目指しており、最近では労働組合から団体交渉を求められた場合に、使用者側の社労士
としていかに関与すべきであるかなどについても、団体交渉を実際に経験した社労士の知識・経験を詳細
に解説してもらいました。
研究会では、出題者ﾁｰﾑ6名が判例等を参考にして作成した個別的労使紛争を、研究会の約2週間前に
ﾒｰﾙし、事前に指名された2会員がﾚﾎﾟｰﾀｰ役を務めることになっています。ﾚﾎﾟｰﾀｰは、①事案における紛
争の争点はどこにあるか、②当該事案では労使のいずれの方が有利と思われるか、また、仮に③これが
紛争調整委員会等の｢あっせん｣になった場合にはどのような「和解内容」が予想されるかなどについて、
労働関係法規等を参考にして発表します。そして、出席した会員から質問、意見を述べてもらい、これに対
してﾚﾎﾟｰﾀｰはどのように考えるかなどを発表し、会員全員で意見の交換を重ねています。個別的労使紛
争の解決に関心をもつ(特定)社労士を募集しています。

板橋 中央 horine-sr@jcom.home.ne.jp - 大塚駅3分

-

募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り

30

-
毎月1回

(18:30～20:30)

6,000円/年

平均参加人数は会員の75％程度です。今のところ積極的な宣伝はしておりませんが、来る方
拒まず、去る方追わずでやっています。(初回は見学でも可)
個別の労働紛争を当事者の代理人として解決するための、法理論・実務・技術を学ぶこと及び
労働紛争の予防に役立つ実務に関する情報交換を行うことを主な目的として、法令・判例と事
例研究・情報交換を中心に和気藹々とやっています。講師を招くというやり方ではなく、全員が
ﾃｷｽﾄや体験に基づいてﾃｰﾏを持ち、学んでいます。実務家の集まりですので、1～2号業務
等、会員の情報を共有する時間も大切にしてゆきたいと思っております。
労働紛争解決研究会HP（https://roudouduomo58.wixsite.com/mysite）多摩 同左 4

京王八王子駅
7分

042-721-5806 042-721-5813
募
集
中

見
学
あ
り

25

21
毎月1回

(19:00～21:00)

18
労働紛争解決

研究会

年間判例命令要旨集をﾃｷ
ｽﾄとした判例に基づく個別
労働紛争事例研究

濱田　實 安藤　隆彦
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21
多摩介護福祉

研究会

介護、福祉業界へ関わる
専門家としての知識を広
げ深める研究活動

櫻井　三樹子 同左 042-709-0905

同左

6,000円/年

1,800円/年

2009年「介護処遇改善交付金」からはじまった介護職員の処遇改善加算制度の変遷を追いか
けて勉強をしています。2012年には交付金から「介護処遇改善加算」となり、区分が増え、加
算額も増額されながら制度変更は度重なり、大変複雑な制度となっています。現在は「処遇改
善加算・特定処遇改善加算制度」に加え、「介護職員処遇改善支援補助金」が令和4年2月に
はじまり、10月には新加算制度となります。正しく効果的な加算制度の利用ができるよう、キャ
リアパスの構築、人事評価制度と賃金制度の設計などの提案ができるよう、活動しています。
また、多摩介護福祉研究には、介護、障害、保育、医療、キャリアパス、人事考課制度、外国
人雇用などそれぞれのエキスパートが在籍しています。頻繁に制度改正がある介護、福祉業
界へ関わる専門家としての情報交換を行っています。

多摩 同左 info@sr-sakurai.com 10
ｵﾝﾗｲﾝ
（Zoom）

042-709-0906

募
集
中

見
学
あ
り

31

21
奇数月に1回

(10:00～12:00)

青社労研究会は社労士法制定後まもなく設立された研究会で、当初は開業して間もない方の
能力担保や情報交換の場として活動して参りましたが、さらに専門性を追及した研究を幅広く
行う為、平成23年1月に再結成され自主研登録をいたしました。現在は、社労士、税理士、弁
護士、中小企業診断士等の他士業やｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等に講師として招き、約90分のご講義いただく
形式を中心に活動しています。その後、懇親会を開催して会員同士や講師との情報交換を
図っています。

新宿 台東 1 御茶ノ水駅1分

03-3847-4411 03-3847-4090

募
集
な
し

な
し

24 青社労研究会
社労士の業務を拡大する
ための幅広い知識を広げ
る研究

加納　明夫 山本　浩二

2,000円/年
入会費
2,000円

研究会の平均参加人数は14～16名。
労働時間研究会は2005年11月に東京都社会保険労務士会業務推進委員会主催の「自主研究グループ
結成大会」において発足した研究会です。
行政面では働き方改革とも相まって厳しい監督行政が続いています。安全衛生行政では健康管理面から
も労働時間の把握の必要性がますます求められています。ワークバランスの観点からも労働時間管理の
重要性は増しているのではないでしょうか。
私たちは、開業・勤務にかかわらず社労士の実務の苦労話を中心に情報交換を行っています。発表者は
当番制で、体験談や業務上の懸案等、様々な事例を紹介します。テーマは労働時間管理がメインとなりま
すが、それにこだわらず実務や法律・行政対応について幅広く意見交換、情報交換を行っています。メン
バーには弁護士資格を持つ社労士もおり、法制度、管理･マネジメント面、メンタルヘルス対策等、労働時
間を多角的にとらえる活動を行っています。実務で苦労されている方を随時募集しています。お試し参加も
歓迎です。

3,600円/年

日常業務において発生する1・2号のﾚｱｹｰｽ事例の発表。会員がそれぞれ発表者となり、情報
交換を行う。事例の交換・蓄積。法令に基づいて、中小企業のﾎｰﾑﾄﾞｸﾀｰとしての信頼関係を
築く。
＜最近の研究・発表事例＞
①名ばかり管理職是正勧告　　　②障害者雇用　　　③債権法改正　　　④有期事業成立届
⑤解雇予告除外認定申請　　　⑥育児休業規程の添削　　　⑦産休代替要員をﾊﾟｰﾄ社員で充
足の問題点
⑧国保組合　　　⑨健康保険に加入せず、厚生年金しか加入しない後期高齢者中央 同左 0 新宿駅7分

03-6264-2682 03-6264-2683

募
集
な
し

な
し

12

12
毎月1回

(18:00～20:00)

22
新労務管理

研究会

社会保険労務士のﾚｱｹｰｽ
事例の発表・研究。事例
の交換・蓄積・法令に基づ
いて、中小事業主のﾎｰﾑ
ﾄﾞｸﾀｰとして信頼関係を築
く

沖　利彦

35

34

年6回
原則、偶数月
第2木曜日

(18:00～20:30)

28
労働判例
勉強会

労働判例に関する事案概
要と判決理由を分析し､労
務ｱﾄﾞﾊﾞｲｽへ反映できるよ
うな知識を集積する

津田　詔一 同左

中央 同左 20 大崎駅3分

03-6221-2373 03-6221-2374
募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り

28

8
毎月1回

第3水曜日
(19:00～20:30)

27
労働時間
研究会

実務上直面する労働時間
管理諸問題について

石谷　知宏 同左

500円/月
見学　500/回

労働判例について事件の背景、経緯、争点、裁判所の判断を学び、それを実務に生かすこと
を目的とし、平成17年12月に結成、翌18年1月に第1回の勉強会をｽﾀｰﾄし、10年が経過いたし
ました。
毎回、講師は持ち回りで担当します。講師はﾃｰﾏの選択を一存で決定する権利をもち、原則と
して担当月の前月末までにﾃｰﾏを決定し、ﾒﾝﾊﾞｰへ告知します。ﾒﾝﾊﾞｰは、自分なりに当該ﾃｰﾏ
および関連する事項を調べて例会に臨むようにしています(必ずしも予習をしてきているとは限
りませんが…)。例会は、講師の用意してきた資料をもとに事件の概要､争点､判決理由の解説
をし、実務との関連事項または関連する判例を挙げて話を進めていきます。講師からの説明
後、質疑応答や感想を述べ合うのですが、時には白熱した論議になることもあり、時間の経過
も忘れるほどです。
現在、新規ﾒﾝﾊﾞｰを募集しています。興味のある方は、ご連絡ください。

品川 同左 7 大崎駅2分

03-6433-2388 03-6433-2686
募
集
中

見
学
あ
り

10

3
毎月1回

(19:00～20:30)
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03-6770-7446

31
特定社労士
業務研究会

あっせん･労働審判･訴訟
等における特定社労士の
役割について

髙野　裕之 同左 03-6315-8830

3,000円/年

労働法制の変化をしっかりと見極めたうえで、派遣法の原点を理解することが研究のﾃｰﾏです。昭和61年
に労働者派遣法が施行されてから、30年以上が経過しました。規制緩和、規制強化、両面の改正を経て、
派遣労働は産業経済の一翼を担う重要な労働形態として十分な定着を果たしてきました。
本研究会では隔月ごとにﾃｰﾏを決め、発表形式やディスカッション形式等、その時に挙げられた議題に沿
う形で、研究あるいは課題解決に努めています。
ｺﾛﾅ禍の影響でオンライン開催が続きましたが、現在はリアル開催が原則となっています。
ここ数年は、研究会内に、実務やﾋﾞｼﾞﾈｽ視点に役立つものを取り入れ、会員の力を底上げするといった取
り組みも行っています。労働者派遣事業の適正化推進事業や、優良事業者の審査に係る活動を行ってい
る会員もいます。
会員全員参加型の自主研として、常に多様な希望や意見を取り入れ、時代に合うよう、ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙに形態を
変え、前に進んでいく組織体として活動しています。
研究会後には、希望者による懇親会も開催し、会員間のコミニュケーションを深めています。

世田谷 同左 koyanagisr@ybb.ne.jp 10 池袋駅5分

03-6770-7446

募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り

24

14
2ヵ月に1回

(18:30～20:30)

29
派遣法と

労働法研究会

労働法制の変化をしっか
りと見極めたうえで、派遣
法の原点を理解する

小栁　博恵 同左

3,000円/年

当研究グループは、名称の通り特定社労士としての業務、すなわち個別労働関係紛争におけ
る「あっせん代理業務」を中心に研究しています。
特に使用者側、労働者側に固執することは無く、申請人の代理業務、被申請人の代理業務と
は、どうあるべきか、あっせん代理の「実務」について、研究しております。
【主な研究テーマ】
①	あっせん代理の受任へ至る経過や経緯について。
②	依頼人からのヒアリング・傾聴手法。
③	あっせん代理の委任契約の内容や、その契約締結のタイミング。
④	事案における紛争状態の確認手法、未払い賃金など労働基準法違反の有無に関するヒア
リングおよびその対応について。
⑤	労働者側からのあっせん申請、使用者側からのあっせん申請のケーススタディ。
⑥	労働者側から申請された場合の使用者側のあっせん代理業務。
⑦	あっせん当日の立振る舞いおよび紛争解決への導き方。
⑧	各紛争解決機関のあっせん委員について、その傾向と対策。
⑨	あっせん打切りから労働審判や訴訟へ移行したケーススタディ。
⑩	労働審判における社労士の関与・幇助、労働訴訟の社労士補佐人業務。
なお日頃、行政等で開催している労働相談とは異なる目線で、個別労働関係紛争事案が業と
して成り立つかどうかを常に意識して、その上で受任を目指すことも研究テーマとしておりま
す。
平成25年3月の第27回自主研究発表大会では、“ロールプレイング「あっせん」”として試用期
間中の解雇を題材にあっせん代理を発表いたしました。平成30年3月の第35回自主研究発表
大会では、会員の実務経験より「団体交渉・労働審判・労働訴訟に対する（特定）社会保険労
務士のあり方」として、個別労働関係紛争が複数の紛争解決機関へ跨る事案発表をいたしま
した。令和6年3月の第40回自主研発表大会では、パネルディスカション方式にて「あっせん代
理深掘りQ&A」として、あっせん代理業務の実務内容を発表いたしました。
近年は顧問先企業から、労働組合との団体交渉における助力や参与依頼を受けることを踏ま
え、団体交渉における社労士の役割や立振る舞いなども研究テーマの１つとしつつあります。
会員構成は所属支部に偏り無く、他県会員も複数名参加しております。また半数の会員が
「あっせん代理」の受任経験があります。
その他の活動としては、会員知己の弁護士さんをゲストスピーカーとしてお招きして、実際に受
任された労働事件について、守秘義務に反しない範囲で解説をいただいております。なお会場
スペースの関係上、会員募集はあと数名としており、入会希望の方へは、ご希望と研究グルー
プの内容が合致しているかどうかを確認させていただいております。

世田谷 同左 info@tkn-sr.jp 0

神保町駅、JR秋
葉原駅、JR飯田

橋駅　（徒歩５～７
分）

03-3795-9021

募
集
中

見
学
あ
り

18

18
偶数月に1回

(18:30～20:30)

6,000円/年

急速にｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化の道を進んでいる現代社会に取り残されないためには、人事労務の世界で
も、国際的視野に立った、世界の中での日本という観点での取り組みが重要になってきます。
当研究会は、こうしたｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化、ﾌﾗｯﾄ化といった変化に伴い、われわれが社会保険労務士と
して、その職域拡大のため、国際的な視野に立った活動をより広げていくことを目指し、研究を
進めてまいりました。
わが国に固有で、複雑な人事制度、労働法制、社会保険、給与制度などを外国人にもわかる
ように説明する。諸外国の人事、労働、社会保険制度を学ぶ。国際的な視野に立ち、人事労務
の専門家としての研鑽を積む。これがわれわれの現在のﾐｯｼｮﾝです。
われわれのﾃｰﾏは｢人事労務の国際化」、｢国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ｣｢社会保険労務士の、国際化を通
じた職域拡大｣です。

大田 同左 -
新橋駅3分
大崎駅3分

03-6429-7435 03-6429-7437
募
集
中

見
学
あ
り

44

-
毎月1回

(18:30～20:40)

33
国際労務
研究会

国際労務に関する研究

倉田　哲郎 同左



氏名 開・法

支部名 支部名 勤務等 会場最寄駅

連絡先 メンバー人数

No. グループ名
（現在の）

研究テーマ等

代表者氏名

TEL FAX

新規
ﾒﾝﾊﾞｰ

体験受講
見学有無 合

計

開催日時
会費 活動状況等

050-3730-4575

jimu@roudoukihan.jpn.org

賃金制度について研究

石渡　幸雄 同左 03-6806-5805 同左

募
集
無
し

14

10

050-3301-6118

34
労災事故
補償問題
研究会

労働災害･交通事故に係
る､災害補償制度を実践
的に研究する

鵜沢　保雄 同左

6,000円/年

私たち社会保険労務士は、日頃、顧問先の労災事故(第3者事故を含む)の申請手続きに関
わっていますが、実際は、単なる書類手続きだけにとどまっている場合が多いと思われます。
私たちは、真に被災者の立場にたって、被災者の救済に役立つような活動をしているだろう
か。また、労災保険・自賠責保険の補償の範囲だけではなく、民事上の損害賠償まで範囲を広
げて、適切なｱﾄﾞﾊﾞｲｽをしているだろうか。そんな、疑問と反省にたって、10年前、私たちの研
究会はｽﾀｰﾄしました。
私たちの目標は、ｽﾞﾊﾞﾘ！＜被災者の立場にたって、被災者を救済するための知識とｽｷﾙをみ
がくこと＞です。
私たちは、労災と交通事故に関する＜補償のﾌﾟﾛ＞を目指します。
私たちは、具体的な事故事例をｹｰｽｽﾀﾃﾞｨとして、活発に議論し研究することにより、互いの能
力の向上を図っています。

武蔵野 同左 5 高田馬場駅1分

042-465-5911 042-464-0180
募
集
中

見
学
あ
り

15

10
毎月1回

(18:15～20:30)

4,000円/年

38
社会保険教育

研究会

年金授業、ｷｬﾘｱ教育〜学
校で社会保険や働くﾙｰﾙ
をどう教えていくか〜
	

福島　里加 芝崎　拓

43
個別労使紛争

研究会

労働規範研究会は、｢労働法｣よりも広い概念である｢労働規範｣を研究会名としております。私
たち社会保険労務士は、労働紛争の事前予防及び解決に関し、適切な知識と経験、依頼者に
代って要求を主張できる表現力、紛争解決に向けた的確な見通し、関係者を説得できる技法
などの実力が求められています。
訴訟に至る前において、社会保険労務士が、適切な労働規範を理解し説明し、具体的事案へ
あてはめるとどのような結論がありえるのかを提示できれば、話し合いで解決できることにもな
ります。例えば、労働判例を題材にするときは、事実と判旨をなぞって勝ち負けの要点を掴む
だけではなく、その判決そのものが適正なものであったか、結論に至る考える力、対応する力
を養うことを目的としています。社会保険労務士の実務として、この判例から何を学び、日頃の
実務に応用することができるのかを検討しています。
沿革：2005年にあっせん代理実務研究会として発足し、名称変更を経て現在に至る。

千代田 大田 1 大崎駅3分

募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り

20

19
毎月1回

(18:30～20:00)

35
労働規範
研究会

・個別的労働関係法の法
理
・ﾃｷｽﾄ:別冊ｼﾞｭﾘｽﾄ
『労働判例百選(第10版)』

後藤　俊彦 原田　恵一

同左

な
し

授業を通して、社会保険制度のしくみやその良さを広く知ってもらうことを目的として、2006年1
月に発足しました｡
小学生にもわかるように工夫をこらした年金教室のｶﾘｷｭﾗﾑは、寸劇も取り入れ、子どもからも
大人からも大変好評を博しております。
また、近年は中学や高校で、働くときのルールの授業も開催。ﾄﾗﾌﾞﾙを未然に防ぐためにも、社
会に出る前の教育に力を入れております。
初めて講師を担当される方でも、ﾊﾟﾜﾎﾟ教材があり、ﾌｫﾛｰ体制が整っていますので、ご安心くだ
さい。
できるときにできる人がやるという緩やかなスタンスで、和気あいあいと活動しております。
少しでも興味があれば、まずは見学にいらしてください。お待ちしております。

渋谷 中野・杉並 10 渋谷駅5分

shakaihoken.kyoiku@gmail.com
募
集
中

見
学
あ
り

23

13
毎月1回

(18:30～20:30)

500円/月
（半年分、もしく
は１年分前納）

年4回
（4、6、8、11月）
18:00～20:00

5,000円/年

複雑かつ多様化する労使紛争問題に法律の専門家として適切、効果的に助言、対応できる、
または予防するスキルを身につけ、良好な労使関係を構築する。
できない、知らないと決め付けず、積極的に発言し、参加する。takeだけでなく、自身が抱える
問題の提起やスキル、ノウハウを提供し、メンバー全員で共有（give）することをルールとして、
活動しています。

足立・荒川 同左 h327_iryo@jpc-net.jp 4
JR・メトロ

西日暮里駅

公的年金を中心に研究。相談事例を題材にした討議などを通じて年金の専門家として、社会近藤　雅幸 同左

6,000円/年
私たちは障害年の専門家として、障害者や家族の方たちの相談に乗り、手続を援助し、あるい
は代理・代行して、社会の重要なｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄのひとつである障害年金がその本来の役割を果
たせるようにしていきたいと考えています。

中野・杉並 同左 2
新宿御苑前駅

5分

03-3363-3312 03-3363-3210

募
集
無
し

な
し

17

15
偶数月に1回

(18:30～20:30)

41
障害年金実践

研究会

精神障害の等級判定ｶﾞｲﾄﾞ
ﾗｲﾝや初診日認定の新た
な取扱いについての意見
表明､社労士としての障害
年金に関わる姿勢につい
ての検討

松山　純子

26
奇数月に1回

(18:00～20:30)



氏名 開・法

支部名 支部名 勤務等 会場最寄駅

連絡先 メンバー人数

No. グループ名
（現在の）

研究テーマ等

代表者氏名

TEL FAX

新規
ﾒﾝﾊﾞｰ

体験受講
見学有無 合

計

開催日時
会費 活動状況等

3,000円/年

年 を中 研究。相談事例を題材 討議な を通 年 専門家 、社会
保険労務士にふさわしい能力を獲得することを目的とする自主研究会です。
2ヵ月に1回の例会では、その折々のﾀｲﾑﾘｰなﾃｰﾏを取り上げて会員による発表を行っていま
す。主なﾃｰﾏは公的年金ですが、それにこだわらず会員一人一人が得意とする分野について
発表を行い、それについて会員相互で討議を行います｡さらに3月には、年金に携わっている社
労士にとって関心の強いﾃｰﾏを取り上げて顧問の三宅明彦先生や会員の塚越良也先生等、
各分野のｵｰｿﾘﾃｨｰを講師に公開ｾﾐﾅｰを行い、多くの社労士の参加を得ています。武蔵野 同左

44
未来年金
研究会

相談事例や制度改正など
について発表と討議を行
い､能力向上をはかる

　

3,000円/年

2015年12月施行の改正労働安全衛生法に実施義務規定がおかれた｢ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ制度｣等により、多くの企
業等において喫緊の課題となっている｢労働者のﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ対策｣に関心の高い社労士が集まり、知識の
取得やｽｷﾙの向上を目指して勉強会を実施しています。
精神科産業医や弁護士をｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰに迎え、社労士だけでは体得できない知見を得る機会が持てるのも
当会の特色で、毎年10月に主催している公開研究会では、基調講演者とｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとでﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを
行い、当日ご参加いただいた社労士の皆様も交えて医療、法律、実務など様々な側面から企業におけるﾒ
ﾝﾀﾙﾍﾙｽ対策のありかたを討議するのが恒例となっております。
研究会の雰囲気は非常にｱｯﾄﾎｰﾑで例会終了後の打ち上げも毎回大変盛り上がりますので、ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ
に関してはあまり詳しくないという方、社労士登録をされたばかり等で知り合いが少ないという方でも、気軽
にご参加いただけます。興味がある方は、ぜひ一度ご見学にいらしてください。

16 後楽園駅1分

042-302-1487 042-361-1018
募
集
中

見
学
あ
り

42

(18:00～20:30)

千代田 同左 - 京橋駅2分

03-5822-7275 03-5822-7375
募
集
中

見
学
あ
り

32

-
偶数月に1回

(18:00～20:30)

45
ﾒﾝﾀﾙ対策

研究会

メンタルヘルス対策の事
例研究及び、周辺知識の
習得し、中小企業様に貢
献する。

脊尾　大雅 同左



氏名 開・法

支部名 支部名 勤務等 会場最寄駅

連絡先 メンバー人数

No. グループ名
（現在の）

研究テーマ等

代表者氏名

TEL FAX

新規
ﾒﾝﾊﾞｰ

体験受講
見学有無 合

計

開催日時
会費 活動状況等

46
紛争事例
研究会

会社と社員との良好な労
働契約上における紛争の
未然防止のための情報交
換を主たる目的とした研究

麻野　進 同左

090-8497-2440

3,000円/年

本会は、会社と社員との良好な労働契約上の関係つくりを進める視点に立ち、｢紛争事例の解
決に関する情報交換｣、｢紛争の未然防止に資する、労働契約上のﾙｰﾙやﾂｰﾙ｣に関する事項
を主なﾃｰﾏとして研究することを目的とし、2007年4月より決定しました。
研究会では、ﾒﾝﾊﾞｰの実際の取り組み事例やﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを踏まえた事例等の発表を行ってき
ました。毎月第3水曜日(原則)にﾒﾝﾊﾞｰが持ち回りで自身の事例等発表します。各会のｹﾞｰﾏや
進め方は発表者に一任しています。『個別労使紛争の解決』を基本ｹﾞｰﾏとしていますが、紛争
の未然防止という観点で、｢企業の人事労務問題｣を幅広く取り上げています。2012年11月から
は身近な労働問題対応に関するQ&Aを作成し、研究会の発表の場として雑誌｢建設労務安全｣
へ｢職場のお悩み相談｣というｺﾗﾑ連載を2015年8月まで行っていました。
現在、新規ﾒﾝﾊﾞｰを募集しています。興味がある方はご連絡ください。

中央 同左 7 大門駅3分

03-3668-9888 03-3668-9899
募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り

14

7
毎月1回

(18:30～20:30)

50
障害年金

研究会ｺｽﾓ

障害年金実務を中心とし
た事例研究及び周辺知識
の習得

松尾　英典 角山　史朗 090-6208-1200

300円/月

成年後見制度について研究し、成年後見人等として活躍するための勉強を目的として平成18
年11月に結成しました。これからの高齢化社会に向かって、成年後見制度は必要な制度であ
り、需要が増加することは目に見えています。私たち会員は、何時受任してもいいように、成年
後見制度の勉強に励むとともに、私たちをとりまく社会の現状についても、深い知識と考察を得
るように努力しています。成年後見人として活躍することは、社会貢献であるとともに、私たち
社会保険労務士を広く知ってもらうこととなり、本来の業務の発展にも寄与することになると、
確信しています。また、私たちは他の専門職後見人と言われている弁護士、司法書士、社会福
祉士等が不得手とする年金等の専門家として、十分活躍の場があると考えております。多摩 武蔵野 yamaguchishigeru@kfx.biglobe.ne.jp 7

八王子駅北口
徒歩4分

0422-27-7405

募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り

19

12
毎月1回

(13:30～16:00)

47
成年後見制度

研究会

成年後見制度の勉強と社
労士が成年後見人等とし
て活躍するためのｽｷﾙの
研究

山本　敦三 山口　茂

2,000円/年

参加人数は平均20名くらい。初心者歓迎です(初回は見学でも可)
障害年金の実務を学ぶことを主目的として、各発表者の経験した事例を発表しあい、その後、
意見交換をしています。
新規ﾒﾝﾊﾞｰを募集しています。興味がある方はぜひ、E-mailアドレス宛て、ご連絡ください！

練馬 練馬 shiroyuka@yahoo.co.jp 5 練馬駅1分

03-6325-4785

募
集
中

見
学
あ
り

39

34
毎月1回

(原則第3土曜日)

52
とうきょう
成年後見
研究会

成年後見制度、社労士が
成年後見人等として活躍
するためのｽｷﾙの研究

大橋　弘枝 同左 03-6327-4446

2,000円/回

社会保険労務士として、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝとして、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙを学び深めることが、｢社労士NLP･
ｺｰﾁﾝｸﾞ研究会｣の研究目的です。ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙの１つであるｺｰﾁﾝｸﾞｽｷﾙを学ぶことにより、
『社長が抱える問題』や『社員が抱える問題』を引き出し、解決へ導くことで『企業成長と社員成
長の架け橋』として貢献することが出来ます。その結果お客様に対する自身の提案力を高める
ことが出来ます。
2017年はｺｰﾁﾝｸﾞの外部講師をお招きし、ﾃｰﾏを決めて研究会を開催しています。初めに座学
で基本的な理論を学び、主に1対1のｾｯｼｮﾝを通してｺｰﾁﾝｸﾞを体験し、ｺｰﾁﾝｸﾞｽｷﾙを学んでい
きます。普段使わない脳の使い方をすることで、新しい発見･体験をすることにより、今までとは
違うお客様への提案･解決を参加者全員で考え､共有します。
共に卓越した社会保険労務士を目指して、学んでいきましょう。

中野・杉並 同左 - 高円寺駅5分

03-3317-8286 03-3317-8448
募
集
中

な
し

25

-
3ヵ月に1回

(13:30～16:30)

51
社労士NLP･

ｺｰﾁﾝｸﾞ研究会

ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝの達人を目指
して卓越した社労士の育
成の基礎を研究する

早坂　仁一 木下　修三

3,000円/半年

とうきょう成年後見研究会は、成年後見制度を学び、専門職後見人として活動の場を広げたい
と願うﾒﾝﾊﾞｰが中心となり、 平成 24 年 3 月に設立致しました。月 1 回(第 2 土曜日の午前 10
時から正午)定例会を開催しています。毎回、持ち回りで担当となったﾃｷｽﾄの章について､レ
ジュメにまとめ、発表をしています。また、実際に後見業務を受任しているﾒﾝﾊﾞｰから、実体験
に基づくｱﾄﾞﾊﾞｲｽや役所、家庭裁判所等の公的機関との関わり方など実務的なﾉｳﾊｳが提供さ
れ、ﾃｷｽﾄだけではわからない貴重な情報を得ることができます。
ﾒﾝﾊﾞｰは、初学者から経験豊富な後見等受任者までと幅広い層が在籍し、共に活動をしており
ます。社労士成年後見ｾﾝﾀｰ東京主催の成年後見人養成研修の講師や、養成研修修了者が
多いことも特徴の一つです。 見学、入会は随時受け付けております。連絡先へご連絡下さい。

練馬 同左 h_ohashi@ohashi-sr.com 9 池袋駅5分

03-4586-7479

募
集
中

見
学
あ
り

50

41
毎月1回

(10:00～12:00)



氏名 開・法

支部名 支部名 勤務等 会場最寄駅

連絡先 メンバー人数

No. グループ名
（現在の）

研究テーマ等

代表者氏名

TEL FAX

新規
ﾒﾝﾊﾞｰ

体験受講
見学有無 合

計

開催日時
会費 活動状況等

55
講師ｽｷﾙｱｯﾌﾟ

研究会

わかりやすく伝えることでｺ
ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの促進を図り、
ｾﾐﾅｰ講師としてのｽｷﾙを
高める手法を研究

船越　良人 古川　武人 -

3,000円/年
都度参加費

5,000円

社労士として必要な研鑽を積む機会を提供し次世代社労士の育成をすることを目的とし、2010
年8月に開始し8年目に入りました。
平均参加人数は50名ほど。当勉強会には東京を中心に北は北海道から南は沖縄まで全国各
地から受講者が集います｡当会の一番の特徴は、講師のﾚﾍﾞﾙです。講師は、各県･各地域の
ﾄｯﾌﾟｸﾗｽの大事務所の創業代表や各専門分野で国内有数と目されている方が務めます。
各回、講師の講演会又はﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの形式です。講師は多くの場合出版もしているの
で、講師著書と講師ｵﾘｼﾞﾅﾙﾚｼﾞﾒを教材に使用します。
もちろん、新規登録者や新規開業の先生のご参加も大歓迎です！中野・杉並 - 0 都内会場

03-5347-2385 03-5347-2386
募
集
中

体
験
受
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あ
り

13

13
2ヵ月に1回

(13:30～16:50)

53
中杉若手

社労士勉強会

就業規則や裁判例を中心
とした社労士として必要な
研鑽を積む機会を提供し
後進の育成をする事

望月　建吾 事務局

500円/月

「社会保険労務士のためのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力向上」を目的として、わかりやすく伝える訓練を様々な角度から行っています。政府が進めるＩＴ総
合戦略構想の進展や行政手続きの大幅な簡素化により、1号・2号業務を中心としていた社労士業務は、ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞを中心とした3号業務への
大きなｼﾌﾄﾁｪﾝｼﾞを迫られることが予想されます。当会では、ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの際に必要不可欠な、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力の向上について研究していま
す。また、年に1回外部講師を招いて公開ｾﾐﾅｰを開催しています。
・2015年7月の坪田まり子先生の「社会保険労務士のためのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力養成研修」
・2016年7月の中村麻里先生の「ﾘｰﾀﾞｰｽﾞﾄｰｸ　人を惹きつける声と話し方講座」
・2017年5月の坪田まり子先生の「社労士のためのｾﾐﾅｰ講師養成講座」
・2018年9月の小湊隆成先生の「ｾﾐﾅｰ講師ﾃﾞﾋﾞｭｰ準備」・「丸わかり、確定拠出年金の基本」
は定員を上回るお申込みを頂いています。さらに2019年12月には当会会員を講師として第5回ｵｰﾌﾟﾝｾﾐﾅｰ「ｾﾐﾅｰ講師開始塾」を開催。また執
筆実績としては東京都社会保険労務士会会報2018年2月号より4回ｼﾘｰｽﾞ記事「4回講座でつかめるｾﾐﾅｰ講師の心得」、2019年6月号より3回
ｼﾘｰｽﾞ記事「ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄの効果的な活用方法」で高評価を頂きました。墨田 中央 - 7 京橋駅2分

-
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19

12
毎月1回

(18:30～20:30)

57
経営労務
研究会

①人間性の心理学（A.Hマ
ズロー著）　産業能率大学
出版部
②世界一楽しい決算書の
読み方(大手町のランダム
ウォーカー著)
KADOKAWA

阿世賀　陽一 加治　直樹 090-8566-9928

6,000円/年

我々の研究会は、2014年秋期に開催されました明治大学の公開講座｢経営労務監査｣に出席
した有志ﾒﾝﾊﾞｰで結成されており、講座終了後2015年初より活動しております。社会保険労務
士の業務として｢経営労務監査｣が企業から求められるﾆｰｽﾞと経営労務監査のｽｷﾙｱｯﾌﾟの研
究を目的としました。
その目的にそって特に、株式公開を目指す企業が、上場申請までに社内管理体制を整備する
ことが審査対応として求められることに注目しました。株式公開企業として求められる社内管理
体制には、内部統制ｼｽﾃﾑの構築が不可欠であり､その一環として求められる人事労務管理整
備のため、｢経営労務監査｣の実施が、株式公開準備にある企業にとって有効と考え、ﾒﾝﾊﾞｰ間
で研究･情報共有を図り、理解を深めてきました。

千代田 同左 6 日本橋町駅他

080-1008-6391 -
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11

5
毎月1回

(19:00～21:00)

56
IPOと

経営労務監査
研究会

企業の株式公開審査に求
められる内部統制にかか
る人事労務管理と労務監
査等

吉田　弘忠 同左

6,000円/年

私たちは経営者にｺﾝｻﾙﾀﾝﾄできる社会保険労務士を目指しています。会員には、全日本能率
連盟認定の｢経営労務ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ｣の資格を有する会員が多数在籍しています。研究ﾃｰﾏは人
事労務管理に関するものが中心ですが、経営学、経営管理論、財務諸表の見方などもｺﾝｻﾙﾀ
ﾝﾄとして必要な素養と考え研究対象となっています。研究はじっくり取り組むことが多く2017年1
月からは1年以上かけてﾄﾖﾀの人事労務管理の研究に取り組んでいます。2018年1月にはﾄﾖﾀ
工場を見学する予定で、書籍からの知識だけではなく実際に見ることも大事にしています。毎
月第2土曜日、午後2時より大崎の南部労政会館(変更あり)にて研究会を開催しています。初
学者歓迎です。経験豊富な会員との交流からいろいろなﾋﾝﾄが得られると思います。お気軽に
一度ご参加ください。

新宿 練馬 kajijimusyo@yahoo.co.jp 9 大崎駅1分

-
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23

14

基本第３土曜日
※変更される場合

あり
(14:00～17:00)

入会金
6,000円

500円/月

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ経営の施策を、特にLGBT、女性をﾃｰﾏに研究し、社会的な情報発信や顧客ｻｰﾋﾞｽ
への活用を目指す。開業・勤務会員のみならず、LGBT活動家など外部講師や企業の人事担
当者も招いて行う。隔月開催予定。

港 新宿 srlgbt.allies@gmail.com 4 新橋駅他

03-5272-3060

募
集
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し
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り

10

6

2ヵ月に1回
(14:00～16:30

または
19:00～21:00)

58
ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ
経営研究会

・ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ経営の具体的
施策を、特にLGBT、女性
に関する課題を中心に研
究する
・外部講師を招き研究成
果の公表を目指す活動を
行う

向井　了一 小田　瑠依 03-5272-3060
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開催日時
会費 活動状況等

59 障害年金ｻﾎﾟｰﾄ

あらゆる場面で障害年金
をｻﾎﾟｰﾄできるよう法理
論・実務・疾病・障害等に
ついて学ぶ

大東　聖子 同左

090-2981-3641

6,000円/年

あらゆる場面で障害年金等をｻﾎﾟｰﾄできるよう法理論・実務・疾病・障害等についてを学ぶとい
うことで、事例発表・検討や認定基準改正などの情報共有を行うなど。ﾒﾝﾊﾞｰが順番で運営お
よび発表者を担当する。
基本的に奇数月の第2金曜日に開催。

多摩 同左 2 多摩ｾﾝﾀｰ駅8分

- -
未
定

な
し

14

12
奇数月に1回

(19:00～21:00)

61
外国人雇用
管理研究会

外国人労働者への情報発
信、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を深め
る。
外国人労働者の日本企業
における労務管理を研究
する。

佐藤　正巳 同左 03-3518-9840

入会金
1,000円

1,000円/年

雇用保険関係の給付は、失業給付、雇用継続給付、教育訓練給付等各種給付があり、年々
改正されている。また、雇用関係助成金も各種あり、全てを把握するのが難しいところです。
業務取扱要領や疑義解釈、雇用保険関連の審査請求事例、裁判例等を研究するとともに、分
かりやすい資料にまとめ周知を図ることにより、活用を図るとともに、社会保険労務士全体の
能力向上に資することを目的とします。
開催日時は勤務等で登録されている方にも広く参加を呼び掛けるべく土曜日午後開催として
います。練馬 同左 okay@d1.dion.ne.jp 7 練馬駅1分

03-6673-4681

募
集
な
し

な
し

31

24
3ヶ月に1回

(18:30～20:30)

60
雇用保険
研究会

雇用保険法に基づく各種
給付及び助成金、雇用保
険審査請求事例及び裁判
例の研究

岡　佳伸 同左

090-7763-9062

30,000円/年

日本の少子高齢化は、想像を超えるペースで進み、今後20年間で外国人労働者を1000万人
以上雇用していかないと日本経済は成り立たないと予想されています。外国人労働者は、新し
い在留資格「特定技能」が2019年から導入されたことにより、単純労働の分野においても外国
人が多く働くことになります。今後増える外国人労働者の雇用管理をどのように行うべきか、知
識豊富な外部講師を招き研究会を進めていきます。

千代田 同左 - 6 三軒茶屋駅3分

03-3518-9841
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り

28

22
毎月1回

（13：30～17：00）

63
労務管理

ｼｽﾃﾑ研究会

大企業で利用している労
務管理ｼｽﾃﾑの問題点、
改善点の研究と対応。お
よび中小企業で利用され
ているｼｽﾃﾑの勉強。

岡藤　克己 山本　英樹 090-9860-3562

10,000円/年

昨今、後継者難による中小企業の廃業が大きな社会問題になっている。
廃業は経営者だけでなく、従業員や我々士業にとっても大きな影響が生じる。
社労士だからこそできる事業承継の方策を研究して、関与先への支援に活かす。
ﾒﾝﾊﾞｰによる研究や事例発表のほか、外部講師による講演も予定している。
基本的には、第1木曜日。7月、12月、3月はお休み。第1木曜日が休日や正月の場合には、第
2木曜日。
2019年-2020年の予定は、2/6　3/7　4/4　5/9　6/6　8/1　9/5　10/3　11/7　1/9　2/6千代田 同左 kaii@kaii1.jp 0 半蔵門駅5分

-
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7

7
毎月1回

(18：30～20：30)

62
事業承継

研究委員会

社労士による、関与先へ
の事業承継の支援につい
ての理解を深める。
社労士だからこそできる、
事業承継における経営者
への寄り添い方や具体的
支援（会社の磨き上げ、
M&A後の事業統合など）、
支援事例について研究す
る。

貝井　英則 同左

500円/回

大手企業で利用してる労務管理ｼｽﾃﾑの問題点、改善点などを研究、調査し、ﾍﾞﾝﾀﾞｰ側の社労
士も参加頂くことで、改善を図り業務効率化を進め働き方改革へ貢献する。
さらに、中小企業で利用されているﾒｼﾞｬｰなｼｽﾃﾑを勉強し、双方のﾒﾘｯﾄ、ﾃﾞﾒﾘｯﾄなどを研究す
る。
将来、次世代のｸﾗｳﾄﾞ型労務管理ｼｽﾃﾑをはじめ、AI、RPAの調査研究を行い、導入のﾒﾘｯﾄ・ﾃﾞ
ﾒﾘｯﾄをまとめ、勤務社労士、開業社労士問わず共有できるようにする。

港 千代田 hrsys-tokyo-sr@googlegroups.com 10

新橋駅1分
※ｺﾛﾅの影響で日
時、場所とも変更

有

-
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0
2ヵ月に1回
第3月曜日

（19：00～20：00）
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080-4008-6257

65
先進人事

経営検討会議

生き方や働き方が激変し、
DX化と情報化の進展、人
の繋がりのあり方も変化し
ています。時代の変化を
広く取り上げ研究し、革新
的な業務知見の探求と、
社労士の新しい業務領域
の創造・知見の創出を目
指します。

松井　勇策 同左 070-5641-7242

4,000円/年
外国人労働者、特に外国人技能実習制度、及び特定技能制度により日本で働く労働者に対す
る法的保護、並びにそれらを雇用する団体・企業などの労務管理、教育研修の在り方を検討
する。

港 同左 kei.shigemoto@gmail.com 3
JR品川・京急品川
駅、天王洲ｱｲﾙ駅

徒歩10分

050-3730-6263
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7

4
偶数月

第2水曜日
（18：30～20：30）

64
外国人人材
育成研究会

我が国に働くすべての外
国人労働者が、生き生きと
健康で働ける社会の構築
に向けて、外国人の労働
問題全般にわたる支援を
行うための基本的な知識
の共有・教育研修の在り
方を検討する。

重本　桂 同左

090-7946-5423

3,000円/年

人事や経営・働き方の変化を広く取り上げ研究し、従来の社労士業務に全く囚われない社労
士の新しい領域・知見の創出を目指します。抽象論に陥らず、具体的に活用・提案でき収益拡
大に直結する内容であることを重視します。
【研究内容の例】
・新しい経営、人事、ｷｬﾘｱ、安全衛生の方法論　・事業企画への社労士の介在価値・DX、ﾃﾞｰﾀ
ｻｲｴﾝｽ、臨床心理学など周辺領域の人事労務への接続方法　・業務委託、企業連携、国際
化、上場など新領域への社労士の介在の研究ほか
【研究の進め方】
・各人が興味あることを実業務に即して研究し、適宜進捗共有・発表をします。

新宿 同左 forestconsulting1@gmail.com 2 高田馬場駅　3分

03-6685-6312

未
定

な
し

6

4
年4～6回程度

その他 分科会を
適宜開催予定。

67
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

研究会

顧問先企業の経営上・事
業継続上のリスクや、その
従業員等個人にまつわる
傷病・障害・死亡などのリ
スクなどについて、関係す
る社会保険や労働保険の
制度や手続きについて理
解を深め、リスクの予防
策・低減策などのマネジメ
ント方策を研究する。

濵田　浩一 同左 090-4942-6004

入会金
1,000円

2,000円/年

「中小企業における」大人の発達障害、人格障害、躁うつ病、精神遅滞の研究。大企業ではな
い、中小企業を主な顧問先とする社労士が直面する事例の研究。臨床心理士でもある、代表
の中條を中心に事例検討を年4回。半年に1度、産業医＋精神科医、中小企業を専門とする弁
護士らのレクチャーも計画。時間は土曜日の午後2時から3時半。

武蔵野 同左 sr-rindow@rindowkoｋusai.com 0
清瀬駅

（ｵﾝﾗｲﾝ併用）

-
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5

5
年4回　木曜

（6/1、9/7、12/7、
2/8）

66 中小企業のための
メンタル事例研究会

中小企業における、大人
の発達障害、人格障害、
躁うつ病、精神遅滞などへ
の向き合い方を臨床心理
学をべースに実践事例で
検討する

中條　幸子 同左

400円/年
入会金0円

「中小企業における」大人の発達障害、人格障害、躁うつ病、精神遅滞の研究。大企業ではな
い、中小企業を主な顧問先とする社労士が直面する事例の研究。臨床心理士でもある、代表
の中條を中心に事例検討を年4回。半年に1度、産業医＋精神科医、中小企業を専門とする弁
護士らのレクチャーも計画。時間は土曜日の午後2時から3時半。

港 同左 hama@kkh.biglobe.ne.jp 2
JRほか各線

新橋駅

-

募
集
中

5

5
年6回程度

（2ヵ月に1回）

3,000円/半年
入会金3,000円

臨床心理士、英語通訳（英検1級、通訳案内士＜英語＞）でもある、代表の中條幸子が、外国
人労働者を雇用する中小企業の人事、顧問の社労士向けに2022年1月より弁護士、コミュニ
ケーションの専門家と共に、オープンコンサルティングをオンラインにて年6回開催してまいりま
した。

0
清瀬市

（ｵﾝﾗｲﾝ併用）

体
験
受
講
・
見
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7

4
年4回程度

（3ヵ月に1回）

68
外国人労働者

ﾒﾝﾀﾙ支援研究会

中小企業に雇用される外
国人労働者の向き合い方
を心理学をベースに、法
律、コミュニケーションの3
つ視点から実践事例で検
討する。

中條　幸子 同左 090-7946-5423 -

募
集
中

見
学
あ
り

武蔵野 同左 sr-rindowkokusai.com



氏名 開・法

支部名 支部名 勤務等 会場最寄駅

連絡先 メンバー人数

No. グループ名
（現在の）

研究テーマ等

代表者氏名

TEL FAX

新規
ﾒﾝﾊﾞｰ

体験受講
見学有無 合

計

開催日時
会費 活動状況等

7

6
月1回程度

（年間10回程度）

5,000円/年
入会金0円

研究会のメンバーが、自分の開業スタイルに合わせて、得意なテーマを発表していく中で、そ
れをどのように磨いていくべきかの意見交換をしながら、開業サポートの方法を研究していきま
す。

新宿 同左 info@liberte-sr.jp 1
丸ノ内線

四谷三丁目駅
最寄

70
開業ｻﾎﾟｰﾄ

研究会

社会保険労務士として開
業して、専門分野を深めて
事業を軌道に乗せていく
ために、どう取り組んでい
くべきかを研究。

渡邉　朋宏 同左 03-6384-1983 03-6384-1988

募
集
中

体
験
受
講
・
見
学
あ
り
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